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⿈
空
前
の
規
模
の
干
ば
つ
の
再
来

　
み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
は
日
本
も
世
界
も
災
害
で
荒
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
周
り
で
も
、
集
中
豪
雨
、
異
常
高
気
温
、

大
型
化
し
た
台
風
が
襲
い
、
自
然
の
猛
威
を
肌
身

に
感
ず
る
時
代
を
印
象
づ
け
ま
し
た
。
国
外
で
も

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
天
変
地
異
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
会
報
等
で
訴
え
て
き
た
よ
う
に
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
気
候
変
化
は
深
刻
化
し
、
今

年
は
ま
る
で
ダ
メ
押
し
の
よ
う
に
、
空
前
の
規
模

の
干
ば
つ
の
再
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
連
筋
に

よ
れ
ば
被
災
者
が
一
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
、
餓
死

の
危
険
百
数
十
万
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。
す

で
に
今
春
か
ら
国
連
機
関･

ア
フ
ガ
ン
政
府
を
筆

頭
に
、
必
死
の
救
援
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

冬
を
目
前
に
犠
牲
が
増
す
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

⿈
用
水
路
も
保
全
に
青
息
吐
息

　
二
〇
〇
〇
年
以
来
、
私
た
ち
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
の
全
面
支
援
の
下
、「
百
の
診
療
所
よ

り
一
本
の
用
水
路
」
を
合
言
葉
に
、
そ
の
備
え
に

力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
部
ア

フ
ガ
ン
の
一
角
に
安
心
し
て
住
め
る
地
域
を
復
活

さ
せ
た
の
は
確
か
で
す
が
、
圧
倒
的
な
自
然
の
前

に
は
力
不
足
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
沙
漠
化

だ
け
で
な
く
豪
雨
被
害
も
勢
い
を
増
し
て
い
る
の

が
近
年
の
特
徴
で
、
既
存
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水

路
も
保
全
に
青
息
吐
息
の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
が
「
緑
の
大
地
計
画
」
で
築

い
て
き
た
安
定
灌か
ん

漑が
い

地
＝
六
〇
万
人
の
農
村
地
帯

は
、
周
辺
農
民
の
唯
一
と
も
い
え
る
希
望
と
な
っ

て
い
ま
す
。
更
に
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
で
多
く
の
周

辺
被
災
者
が
こ
の
地
域
に
逃
げ
込
み
、
か
ろ
う
じ

て
職
を
得
て
生
き
て
い
る
の
を
見
る
と
、
責
任
の

大
き
さ
を
自
覚
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
災
害
の
質

量
に
変
化
の
兆
し
が
あ
る
現
在
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
新
た

な
保
全
態
勢
を
敷
く
と
共
に
、
敵
対
よ
り
も
協
力

を
呼
び
か
け
、
安
全
な
生
活
圏
拡
大
を
目
指
し
、

干
ば
つ
と
対
峙
し
続
け
ま
す
。
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

決
し
て
不
可
能
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
温
暖
化
に
よ
る
災
害
が
世
界
中
で
起
き
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
だ
け
が
被
災
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん

深
刻
化
す
る
気
候
変
化

―
沙
漠
化
と
豪
雨
被
害
の
中
、灌
漑
地
が
唯
一の
希
望
に

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
　
中
村  

哲

ベラ村の浸食を止めたマルワリードⅡ5.6㎞地点の護岸。低水位期になって石出し
水制による著しい河床低下が見られる。ミラーンでの経験は大きく、この護岸方
式が浸食対策の定番となっている（2018年10月29日）



3 2018 年 12 月 5日ペシャワール会報　No.138

が
、
人
間
共
通
の
課
題
と

し
て
こ
の
問
題
に
向
き
合

い
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
温
か
い
ご

関
心
と
多
大
の
お
支
え
に

感
謝
し
ま
す
。

　
良
い
ク
リ
ス
マ
ス
と
新

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　
　
二
〇
一
八
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
て

［上］マルワリードⅡ堰。造作後2年
を経て、ほとんど目立った変化が見ら
れない。本堰は地理条件にも恵まれ
て、最も安定した堰である。岩盤下流
側は著しい土砂堆積が問題であった
が、水門付近の砂利吐きが奏功している。
（2018年9月24日）

中な
か

村む
ら

　哲て
つ

…
九
州
大
学
医

学
部
卒
。
専
門
＝
神
経

内
科
（
現
地
で
は
内
科
・

外
科
も
こ
な
す
）。
国

内
の
病
院
勤
務
を
経
て

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ

ン
・
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
（
旧
北
西
辺

境
州
）
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
ハ
ン
セ
ン

病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
貧
困
層
の
診

療
に
携
る
。
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た

め
の
事
業
を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に

三
つ
の
診
療
所
を
開
設
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院

Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・
診

療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン

北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も

開
始
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

を
襲
っ
た
大
干か
ん

ば
つ
対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井

戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千
六
百
ヵ

所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
〇
二
年
春
か
ら

ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
計
画
「
緑

の
大
地
計
画
」
を
開
始
、
〇
三
年
三
月
か
ら
は
灌

漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、
一
〇
年
三
月
全
長
約
二

五
キ
ロ
が
開
通
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
年
間

診
療
数
約
四
四
、
五
〇
〇
人
（
二
〇
一
七
年
度
）。

カマ第一堰改修は予定通り進んでいる。今回は砂州との接合部の工夫が主題の一
つだ。全体に手際よい作業工程で、作業員は巨礫の取扱い、砂利の活用らに習熟
している（2018年10月28日）
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⿆
三
年
続
き
の
少
雨

　「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
カ
ネ
が
な
く
と
も
暮

ら
せ
る
が
、
雪
が
な
く
て
は
暮
ら
せ
な
い
」
と
は
、

有
名
な
諺

こ
と
わ
ざで

あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
山
の
国

で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
に
連
続
す
る

世
界
の
屋
根
の
西
端
に
当
た
り
、
国
土
の
大
部
分

が
七
〇
〇
〇
ⅿ
級
の
高
山
を
い
た
だ
く
ヒ
ン
ズ
ー

ク
シ
山
脈
に
覆
わ
れ
る
。
二
五
〇
〇
万
人
と
い
わ

れ
る
国
民
の
八
割
が
農
民
で
、
山
間
部
の
狭
い
土

地
で
オ
ア
シ
ス
的
な
農
業
が
営
ま
れ
る
。
農
業
を

支
え
る
水
の
大
半
は
高
山
の
雪
解
け
水
で
、
川
沿

い
に
豊
か
な
恵
み
を
約
束
す
る
。
雪
は
巨
大
な
貯

水
槽
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
生
命
線
で
あ
る
。

冬
の
積
雪
次
第
で
そ
の
年
の
水
の
状
態
が
決
ま
る
。

冬
の
厳
し
さ
の
分
だ
け
、
夏
の
恵
み
を
期
待
で
き

る
の
だ
。

　
二
〇
一
八
年
春
も
、
暖
冬
に
加
え
て
少
雨
が
続

い
た
。
す
で
に
三
年
目
で
あ
る
。
人
々
は
不
安
気

に
高
山
の
白
雪
を
仰
ぎ
始
め
た
。
既
に
起
き
て
い

た
大
地
の
乾
燥
化
が
加
速
度
を
増
し
て
い
た
。
四

月
、
ユ
ニ
セ
フ
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
世
界
食
糧
計
画
）
な

ど
の
国
連
機
関
が
一
斉
に
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

「
餓
死
線
上
一
〇
〇
万
人
」、「
数
十
年
に
一
度
の

規
模
の
大
干
ば
つ
」
で
、
ア
フ
ガ
ン
国
民
の
三
分

の
一
に
相
当
す
る
九
〇
〇
万
人
〜
一
二
〇
〇
万
人

に
影
響
が
出
る
と
警
告
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ら
が
救
援

を
訴
え
始
め
た
。

　
実
際
に
は
二
〇
一
四
年
の
段
階
で
「
飢
餓
人
口

七
六
〇
万
」(
Ｗ
Ｆ
Ｐ)

と
さ
れ
、
飢
餓
は
慢
性

化
し
て
い
た
。
そ
こ
に
二
〇
一
六
年
、
一
七
年
、

一
八
年
と
連
続
し
て
異
常
少
雨
に
よ
る
不
作
が
重

な
り
、
問
題
が
俄に

わ

か
に
急
性
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
雨
は
殆ほ

と
んど

降
ら
ず
、
大
都
市
カ
ブ
ー
ル
も
深
刻

な
水
不
足
に
陥
っ
た
。
犠
牲
と
被
害
予
測
は
月
を

追
っ
て
増
え
、
一
〇
月
、
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
（
国
連
人
道

問
題
調
整
事
務
所
）
は
、「
緊
急
層
」
三
三
〇
万
、

「
危
機
的
状
況
」
八
三
〇
万
人
と
飢
餓
の
急
増
を

訴
え
た
。
水
不
足
は
全
国
に
及
び
、
全
土
の
三
分

の
二
、
三
四
州
中
二
〇
州
に
食
糧
危
機
警
報
が
発

せ
ら
れ
て
い
る
。
空
前
の
規
模
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
東
部
を
中
心
に
、
現
在
ま
で
の
動
き
を

概
観
し
、
我
々
の
展
望
を
伝
え
て
お
き
た
い
。

⿆
西
部・南
部
で
難
民
化
二
六
万
人

　
今
回
、
少
雨
の
影
響
を
じ
か
に
被
っ
た
の
は
大

河
川
の
な
い
南
部
と
西
部
で
あ
る
。
六
月
か
ら
七

月
に
か
け
て
、
ア
フ
ガ
ン
全
土
が
熱
波
に
見
舞
わ

れ
、
連
日
観
測
記
録
が
更
新
さ
れ
た
。
西
部
の
ヘ

ラ
ー
ト
周
辺
、
南
部
の
ヘ
ル
マ
ン
ド
、
フ
ァ
リ
ャ

ブ
、
ニ
ム
ロ
ー
ズ
州
な
ど
の
各
地
で
住
民
が
村
を

捨
て
て
難
民
化
し
始
め
、
そ
の
数
二
六
万
人
と
Ｂ

Ｂ
Ｃ
放
送
が
報
じ
た
。
現
在
ヘ
ラ
ー
ト
周
辺
で
テ

ン
ト
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
集

団
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
氷
山
の
一
角
で
、
そ
の
何

倍
も
の
予
備
軍
が
農
村
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
南
部
全
域
の
水
源
を
成
す
ヘ
ル
マ
ン
ド
川
の
水

量
が
激
減
し
、
同
流
域
で
あ
る
カ
ン
ダ
ハ
ル
の
地

下
水
利
用
の
カ
レ
ー
ズ
も
影
響
が
伝
え
ら
れ
始
め

た
。
地
下
水
位
は
軒
並
み
一
〇
〇
ⅿ
以
上
、
場
所

に
よ
っ
て
は
二
〇
〇
ⅿ
に
下
降
、
飲
料
水
の
欠
乏

も
起
き
始
め
て
い
る
。
一
〇
月
、
反
政
府
武
装
勢

力
の
タ
リ
バ
ン
指
導
部
が
異
例
の
布
告
を
出
し
、

国
際
支
援
団
体
に
難
民
の
緊
急
救
済
を
訴
え
た(

タ
リ
バ
ン
農
業
牧
畜
ザ
カ
ー
ト
委
員
会
・
二
〇
一

八
年
一
〇
月)

。
こ
れ
も
今
ま
で
に
な
か
っ
た
こ

と
だ
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、空
前
の
規
模
の
大
干
ば
つ

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
　
中
村  

哲

緊
急
干
ば
つ
報
告
！
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パ
ク
テ
ィ
ア
、
パ
ク
テ
ィ
カ
ら
の
他
の
南
部
諸

州
も
長
い
間
水
不
足
に
悩
ん
で
お
り
、
難
民
を
受

け
入
れ
る
ゆ
と
り
が
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
Ｗ

Ｆ
Ｐ
を
筆
頭
と
す
る
国
連
団
体
と
ア
フ
ガ
ン
政
府

が
緊
急
食
糧
配
布
を
実
施
し
て
い
る
が
、
被
害
は

拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
焼
け
石
に
水
で
あ
る
の
が
実

情
で
あ
る
。

⿆
東
部
に
被
災
地
か
ら
人
口
集
中

　
東
部
の
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
は
、
既
に
一
八
年

前
の
大
干
ば
つ
以
来
進
ん
で
い
た
農
地
の
乾
燥
化

が
更
に
進
ん
だ
。
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
脈
・
ケ
シ
ュ
マ

ン
ド
山
脈
方
面
の
農
村
地
帯
（
地
図
参
照
）
―
―

ア
チ
ン
、
ロ
ダ
ッ
ト
、
ツ
ァ
プ
ラ
ハ
ル
、
ソ
ル
フ

ロ
ッ
ド
の
各
郡
の
大
半
が
土
漠
と
化
し
た
が
、
こ

れ
ら
は
四
五
〇
〇
ⅿ
以
下
の
「
低
い
高
山
」
の
現

象
で
あ
り
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
山
脈
の
七
〇
〇
〇
ⅿ

級
の
山
々
を
源
流
と
す
る
大
河
、
ク
ナ
ー
ル
河
は

安
泰
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

昨
冬
の
段
階
か
ら
河
川
水
量
の
異
常
パ
タ
ー
ン
が

記
録
さ
れ
、
高
山
の
融
雪
に
異
変
が
起
き
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
前
後
し
て
ヒ
ン
ズ
ー

ク
シ
山
麓
の
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
各
地
で
湧
水
が
涸
れ

始
め
、
食
糧
危
機
が
発
生
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

た
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
＝
国
連
食
糧
農
業
機
関
・
二
〇
一
八

年
二
月
フ
ィ
ー
ル
ド
報
告
）。

　
一
八
年
前
に
大
干
ば
つ
を
体
験
し
て
い
た
我
々

は
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
北
部
農
村
地
帯
で
「
緑
の

大
地
計
画
」(

二
〇
〇
三
年
〜)

を
実
施
、
現
在

ま
で
に
九
ヵ
所
の
取
水
堰
と
計
数
十
㎞
の
主
幹
水

路
を
建
設
し
、
広
範
な
地
域
で
安
定
灌
漑
に
よ
る

干
ば
つ
の
備
え
を
し
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
ベ
ス

ー
ド
、
カ
マ
、
シ
ェ
イ
ワ
各
郡
で
計
約
一
六
〇
〇

〇
㌶
の
安
定
灌
漑
地
を
確
保
し
、
六
〇
万
人
の
生

活
を
保
障
し
た
。

　
こ
れ
を
範
と
し
て
隣
接
地
域
で
農
地
の
回
復
を

計
画
し
て
い
た
矢
先
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
同
地
域

内
で
人
口
の
異
常
な
集
中
が
観
察
さ
れ
て
い
た
。

州
内
の
被
災
地
か
ら
た
た
き
出
さ
れ
た
人
々
が
、

隣
接
の
ラ
グ
マ
ン
州
、
ク
ナ
ー
ル
州
か
ら
の
人
の

流
れ
と
合
し
、
職
を
求
め
て
殺
到
し
た
。
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
北
部
の
一
〇
数
キ
ロ
の
国
道
は
、
突
如

出
現
し
た
バ
ザ
ー
ル
が
林
立
し
、
閑
静
だ
っ
た
郊

外
に
雑
踏
を
作
り
出
し
て
い
る
。
零
細
の
露
天
商
、

季
節
農
業
労
働
者
、
作
業
員
、
リ
キ
シ
ャ
の
運
転

手
な
ど
、
不
十
分
で
は
あ
っ
て
も
、
な
に
が
し
か

の
職
に
あ
り
つ
け
る
か
ら
だ
。
い
つ
も
な
ら
多
く

の
者
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
職
を
求
め
て
い
く
が
、
パ

キ
ス
タ
ン
自
身
も
記
録
的
な
干
ば
つ
で
窮
し
、
二

年
前
か
ら
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
強
制
送
還
を
進
め
て

難民帰還で混雑するジャララバード市内（2017年4月5日）
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い
る
状
態
だ
。
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
周
辺
に
流
入
し

た
東
部
の
国
内
避
難
民
は
、
優
に
一
〇
〇
万
人
を

超
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　
最
近
の
一
連
の
人
の
流
れ
は
、
も
は
や
他
に
逃

れ
る
場
所
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
や
東

部
最
大
の
人
口
を
擁
す
る
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
も
、

高
山
の
ご
く
限
ら
れ
た
小
村
落
、
ソ
連
時
代
に
建

設
さ
れ
た
カ
ブ
ー
ル
河
の
ド
ゥ
ル
ン
タ
・
ダ
ム
流

域
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
建
設
し
た
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
の
堰

周
辺
の
み
が
辛
う
じ
て
残
り
、
こ
れ
以
外
に
ま
と

も
に
耕
せ
る
農
地
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
我
々

の
不
安
は
恐
怖
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

⿆
干
ば
つ
は
ニュ
ー
ス
の
死
角

　
か
く
て
二
〇
〇
〇
年
夏
の
大
干
ば
つ
を
凌
駕
す

る
大
災
害
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

一
連
の
出
来
事
は
、
事
情
を
知
る
者
に
と
っ
て
世

界
の
終
末
さ
え
彷
彿
と
さ
せ
る
。
し
か
し
、
干
ば

つ
は
ニ
ュ
ー
ス
の
死
角
で
、
あ
ま
り
外
部
に
知
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
。

　
干
ば
つ
は
時
に
国
家
の
存
立
さ
え
脅
か
す
が
、

地
震
や
戦
災
の
よ
う
な
緊
急
の
イ
メ
ー
ジ
に
乏
し
い
。

怒
濤
の
よ
う
な
難
民
の
群
や
、
バ
タ
バ
タ
と
目
の

前
で
人
が
斃
れ
る
よ
う
な
衝
撃
的
な
場
面
が
な
く
、

人
口
移
動
が
緩
慢
に
起
き
る
。
人
々
は
す
ぐ
に
村

を
空
け
る
の
で
は
な
く
、
先
ず
は
外
部
へ
の
出
稼

ぎ
で
家
族
を
養
い
、
飢
餓
を
解
消
し
よ
う
と
努
め
る
。

死
亡
は
栄
養
失
調
が
背
景
に
あ
り
、
病
死
と
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
餓
死
と
い
う
病
名
は
な
い
。
こ

れ
ら
数
ヵ
月
、
時
に
数
年
を
か
け
る
緩
慢
な
過
程
は
、

事
件
と
し
て
は
報
道
さ
れ
に
く
い
。

　
さ
ら
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
気
候
の
統
計
記

録
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
温
暖
化
被
害
の
例
と
し
て

は
説
得
力
に
乏
し
か
っ
た
。
報
道
関
係
者
が
短
期

滞
在
し
て
も
、
そ
れ
以
前
の
変
化
が
分
か
ら
な
い

か
ら
、「
こ
ん
な
も
の
だ
」
で
済
ま
さ
れ
る
例
が

少
な
く
な
い
。
実
際
に
飢
饉
を
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
人
々
に
は
、
干
ば
つ
は
な
じ
み
が
薄
く
、
想

像
し
に
く
い
。

　
我
々
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
灌
漑
事
業
で
さ
え
、「
沙
漠
の

緑
化
」
と
い
う
牧
歌
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
見
ら
れ

る
。
公
園
作
り
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、「
飢

餓
対
策
」
と
い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
事
情
は
、
都
市

空
間
で
育
っ
た
人
々
に
は
し
ば
し
ば
伝
わ
り
難
い
。

干
ば
つ
と
い
っ
て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
北
米

の
大
農
園
が
不
作
だ
っ
た
と
い
う
の
と
意
味
が
違

う
。
食
糧
と
い
う
商
品
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

生
活
と
生
命
が
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

⿆
伝
わ
ら
な
い
干
ば
つ
の
悲
劇

　
戦
争
の
報
道
も
紛
ら
わ
し
い
。
二
〇
〇
一
年
九

月
一
一
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ
以
来
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
「
対
テ
ロ
最
前
線
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
き
た
。
か
つ
て
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
を
匿

っ
た
旧
タ
リ
バ
ン
政
権
が
敵
視
さ
れ
、
同
年
一
〇

月
米
国
が
報
復
爆
撃
を
強
行
、
欧
米
軍
が
タ
リ
バ

ン
政
権
を
駆
逐
し
て
カ
ル
ザ
イ
政
権
を
擁
立
し
た
。

そ
の
後
「
ア
フ
ガ
ン
復
興
」
が
世
界
的
な
話
題
と

な
り
、
巨
額
の
資
金
が
つ
ぎ
込
ま
れ
た
が
、
期
待

さ
れ
た
成
果
に
は
至
ら
ず
、
治
安
が
一
層
悪
化
し
、

一
時
は
外
国
軍
兵
力
一
二
万
人
ま
で
膨
れ
上
が
っ

た
。
二
〇
一
六
年
に
約
一
万
人
を
残
し
て
欧
米
軍

（
国
際
治
安
維
持
部
隊
）
は
ひ
き
あ
げ
た
が
、
内

戦
は
い
よ
い
よ
激
し
く
、
過
去
最
悪
の
状
態
に
あ

る
。
人
々
の
困
窮
が
専
ら
戦
火
に
よ
っ
て
の
み
も

た
ら
さ
れ
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
こ
と
は
否
め

な
い
。

　
最
近
で
は
危
険
地
帯
と
し
て
報
道
関
係
者
の
出

入
り
が
制
限
さ
れ
、
安
全
対
策
を
強
調
す
る
余
り
、

実
情
が
更
に
伝
わ
り
難
く
な
っ
て
い
る
。
復
興
を

阻
む
主
な
理
由
が
内
戦
に
よ
る
治
安
悪
化
と
さ
れ
、

干
ば
つ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ア

フ
ガ
ン
人
に
と
っ
て
悲
劇
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

二
〇
〇
〇
年
以
来
、
干
ば
つ
は
動
揺
し
な
が
ら
進

行
し
て
い
た
。
か
つ
て
タ
リ
バ
ン
政
権
の
弱
体
化

も
干
ば
つ
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ

と
は
当
時
か
ら
殆
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
麻

薬
地
帯
や
治
安
の
悪
い
地
域
は
完
全
に
干
ば
つ
地

図
に
一
致
し
て
い
る
。
出
稼
ぎ
の
仕
事
の
一
つ
が

傭
兵
で
、
み
な
家
族
を
養
う
た
め
に
、
仕
方
な
く

銃
を
握
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。

⿆
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
対
策
と
現
状

　
既
述
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
転
機
は
二
〇
〇
〇
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年
に
発
生
し
た
大
干
ば
つ
で
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

「
緑
の
大
地
計
画
」
を
打
ち
出
し
て
ジ
ャ
ラ
ラ
バ

ー
ド
北
部
穀
倉
地
帯
の
復
活
を
計
画
、
第
一
弾
と

し
て
二
五
㎞
の
用
水
路
建
設
を
開
始
、
沙
漠
化
し

た
農
地
の
復
興
に
努
め
た
。
初
め
は
カ
レ
ー
ズ
の

復
旧
を
手
掛
け
た
が
、
地
下
水
位
の
著
し
い
低
下

に
遭
遇
、
大
河
川
ク
ナ
ー
ル
河
か
ら
の
取
水
が
主

な
取
組
み
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
気
候
変
化
の
影
響
は
地
下
水
減
少
だ

け
で
は
な
か
っ
た
。
河
沿
い
で
洪
水
と
渇
水
が
同

居
し
、
各
地
で
取
水
困
難
が
続
い
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
急
流
の
大
河
川
は
更
に
暴
れ
川
と
な
り
、

し
ば
し
ば
洪
水
が
村
々
を
襲
っ
た
。
水
が
豊
富
な

は
ず
の
川
沿
い
で
も
、
農
民
が
難
民
化
し
、
廃
村

が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
た

め
二
〇
一
〇
年
か
ら
は
既
存
水
路
の
復
活
と
洪
水

対
策
を
大
き
な
課
題
と
し
、
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
に

八
ヵ
所
、
カ
ブ
ー
ル
河
沿
い
に
一
ヵ
所
、
取
水
堰

を
建
設
し
、
併
せ
て
洪
水
対
策
に
も
力
が
注
が
れ

た
。
こ
の
結
果
、
二
〇
一
八
年
現
在
ま
で
に
計
一

万
六
〇
〇
〇
㌶
の
農
地
に
安
定
送
水
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
六
〇
万
人
の
生
活
を
保
障
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
範
と
し
て
ア
フ
ガ
ン
政
府
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
日
本
国
際
協
力
機
構
）
や
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食

糧
農
業
機
構
）
の
ア
フ
ガ
ン
事
務
所
と
も
協
力
し

て
、
更
に
安
定
灌
漑
地
を
拡
大
す
べ
く
、「
戦
よ

り
も
食
糧
自
給
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
方
式
の
取
水
堰
の
普
及
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
一
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
手
に
は
負
え
ぬ
問
題
だ
と
思
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

⿆
温
暖
化
で
進
行
す
る
乾
燥
化

　
確
か
に
今
回
の
よ
う
に
、
少
雨
が
干
ば
つ
に
直

結
す
る
傾
向
は
当
然
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
過
去
、
少
雨
が
続
い
て
も
こ
れ
ほ

ど
酷
い
事
態
が
頻
繁
か
つ
長
期
に
起
き
た
訳
で
は

な
か
っ
た
。
我
々
が
二
〇
〇
〇
年
に
川
沿
い
の
廃

村
の
調
査
を
し
た
時
、
乾
燥
化
は
一
般
に
五
年
、

一
〇
年
を
か
け
て
徐
々
に
進
行
し
て
お
り
、
少
雨

の
続
く
時
期
に
一
気
に
荒
廃
し
た
よ
う
に
見
え
る

例
が
多
か
っ
た
。
い
っ
た
ん
村
民
が
難
民
化
す
る

と
灌
漑
路
の
整
備
が
放
棄
さ
れ
、
村
は
更
に
荒
れ

る
。
原
因
は
ひ
と
え
に
灌
漑
用
水
の
欠
乏
で
あ
る
。

　
一
般
に
農
地
の
灌
漑
水
源
は
、
以
下
に
分
け
ら

れ
る
。
①
カ
レ
ー
ズ
（
地
下
水
利
用
の
灌
漑
路
）、

②
ジ
ュ
ー
イ
（
小
河
川
か
ら
の
小
水
路
）、
③
大

河
川
か
ら
の
取
水
堰
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

標
高
の
低
い
山
脈
か
ら
流
れ
る
川
が
涸
れ
る
と
ジ

ュ
ー
イ
の
水
が
失
わ
れ
、
次
い
で
地
下
水
の
減
少

が
起
き
て
カ
レ
ー
ズ
が
枯
渇
す
る
。
一
方
、
七
〇

〇
〇
ⅿ
級
の
高
山
を
源
流
と
す
る
大
河
川
で
は
、

取
水
困
難
は
水
量
の
減
少
で
は
な
く
、
流
れ
の
不

安
定
化
―
―
洪
水
や
河
床･

河
道
の
変
化
に
よ
っ

て
生
ず
る
。
渇
水
よ
り
も
、
記
録
的
な
洪
水
が
頻

発
し
て
取
水
口
や
村
落
が
荒
廃
し
、
村
民
が
難
民

化
し
た
例
も
多
か
っ
た
。
干
ば
つ
が
洪
水
を
伴
っ

て
発
生
す
る
の
だ
。

　
我
々
の
観
察
で
は
、
高
気
温
が
少
雨
の
影
響
を

増
幅
す
る
。
局
地
の
夕
立
や
結
露
が
減
少
し
、
広

範
な
地
域
の
水
分
が
わ
ず
か
な
場
所
に
偏
在
す

る
。
そ
の
結
果
、
大
部
分
の
地
域
が
乾
燥
し
、
ご

く
限
ら
れ
た
地
域
に
激
し
い
豪
雨
が
し
ば
し
ば
鉄

砲
水
を
発
生
さ
せ
、
地
下
に
浸
透
す
る
ゆ
と
り
を

与
え
な
い
。
雪
線
の
上
昇
と
急
激
な
融
雪
が
加
わ

り
、
地
域
の
保
水
力
が
著
し
く
低
下
、
こ
れ
に
少

雨
が
重
な
る
と
乾
燥
化
が
一
気
に
進
む
。
あ
る
程

度
は
回
復
し
て
も
二
度
と
は
戻
ら
な
い
。
そ
ん
な

動
揺
を
く
り
返
し
な
が
ら
沙
漠
化
が
進
ん
で
き
た
。

今
回
の
干
ば
つ
も
、
突
然
現
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

「
長
い
過
程
の
中
の
急
性
増
悪
」
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
。

ガンベリ横断路の浚
しゅんせつ
渫。黒い泥土が堆積している。泥土は有

機物を含み、肥料として貴重（2018年10月16日）
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
年
間
降
雨
量
は
約
二
〇
〇

ミ
リ
前
後
と
さ
れ
、
非
常
に
少
な
い
が
、
降
雨
降

雪
の
絶
対
量
が
近
年
に
な
っ
て
減
少
し
た
と
い
う

確
証
は
な
く
、
偏
在
と
言
う
方
が
正
し
い
。
ヒ
ン

ズ
ー
ク
シ
山
脈
や
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
雪
線
の
著

し
い
上
昇
と
低
い
山
脈
の
地
下
水
の
枯
渇
は
、
少

雨
よ
り
も
高
気
温
に
よ
る
可
能
性
が
強
い
。
最
近

の
研
究
で
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
の
温
暖
化
は
過
去
六

〇
年
で
一
・
八
℃
、
実
に
他
の
二
倍
の
速
度
で
進

ん
で
い
る
と
い
う
恐
る
べ
き
報
告※
（
河
野
　
二
〇
一

七
）
も
あ
る
。

⿆
当
面
の
対
策（
東
部
の
例
を
中
心
に
）

　
先
ず
は
広
く
干
ば
つ
問
題
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
、
十
分
な
研
究
と
取
組
み
が
提
唱
さ
れ
る
べ
き

だ
。
問
題
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
か
つ
捉
え
ど
こ

ろ
が
な
い
の
で
、
や
や
も
す
れ
ば
政
治
的
ポ
ー
ズ

や
議
論
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
ア
フ
ガ
ン
国
内
で

出
来
る
こ
と
、
国
際
的
に
協
力
す
べ
き
こ
と
を
分

け
、
計
画
を
具
体
化
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
ど

こ
に
消
え
た
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
支
援
は
も
う

止
め
る
べ
き
だ
。

　
干
ば
つ
を
直
ち
に
解
決
す
る
の
は
不
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
以
上
の
気
温
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
さ
え

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
世
界
中
が
Ｃ
Ｏ
２
排
出
規
制

で
協
力
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
よ
う
な
事
例
に
何
ら
か
の
救
済

措
置
を
以
て
臨
む
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り

援
助
内
容
を
温
暖
化
被
害
の
脈
絡
の
中
で
焦
点
を

当
て
、
当
面
を
い
か
に
凌
ぐ
か
と
い
う
試
み
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。

　
対
策
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
が
、
ア

フ
ガ
ン
東
部
に
関
す
る
限
り
、
大
河
川
の
水
量
は

そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
は
い
な
い
。
隣
国
に
大
き
な
影

響
を
与
え
な
い
規
模
の
灌
漑
施
設
で
、
農
業
生
産

を
回
復
す
る
こ
と
が
ま
ず
試
み
ら
れ
る
べ
き
だ
。

い
わ
ば
地
域
の
延
命
策
で
あ
る
。
全
部
が
水
の
恩

恵
に
与あ

ず
から

な
く
と
も
、
健
在
な
地
域
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
で
な
に
が
し
か
の
職
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
外
へ
の
流
出
を
減
ら
し
、
食
糧
価
格
高
騰
の
防

波
堤
と
な
り
得
る
の
は
、
我
々
の
試
み
が
示
す
通

り
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
我
々
が
望
み
を
つ
な
ぐ
手
段
と
し
て
、

乾
燥
に
強
い
作
付
が
あ
る
。
荒
れ
地
で
も
簡
単
に

栽
培
で
き
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
試
み
て
い
る
が
、
い

ま
だ
研
究･

試
行
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

⿆
人
と
人
、人
と
自
然
の
和
解

　
確
か
に
温
暖
化
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
り
、「
そ

れ
ほ
ど
の
危
機
は
な
い
」
と
す
る
意
見
も
根
強
い
。

我
々
は
地
獄
の
淵
に
立
っ
て
い
る
の
か
、
ア
フ
ガ

ン
で
垣
間
見
る
終
末
的
な
現
状
が
果
た
し
て
日
本

の
将
来
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
時
に
な
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
否
定

し
て
世
界
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
を
放
置
す

る
こ
と
が
正
し
い
と
は
思
え
な
い
。
た
と
い
温
暖

化
の
極
端
な
推
論
が
誤
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
現
在

世
界
中
で
描
か
れ
る
対
策
は
、
単
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出

を
規
制
し
て
気
温
を
下
げ
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

化
石
燃
料
を
基
礎
に
作
ら
れ
て
き
た
近
代
的
生
産

を
問
い
直
し
、
大
量
消
費
＝
大
量
生
産
の
い
た
ち

ご
っ
こ
を
絶
ち
、
持
続
可
能
な
安
定
し
た
社
会
と

安
全
な
自
然
環
境
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
建
設
的

な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
未
来
を
描

き
得
な
い
ほ
ど
に
、
切
迫
し
た
事
態
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
努
力
次
第
で
可
能
だ

と
多
く
の
識
者
は
述
べ
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
相
互
依
存
が
深
ま
っ
た
世
界
で
、
ア

フ
ガ
ン
内
戦
の
平
和
的
解
決
も
重
要
で
あ
る
。
戦

争
は
最
大
の
消
費
か
つ
浪
費
で
あ
る
。
紛
争
の
遠

因
が
経
済
活
動
や
地
球
温
暖
化
、
干
ば
つ
と
関
係

し
あ
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

世
界
の
融
和
と
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

「
テ
ロ
に
屈
せ
ず
」
と
称
し
て
徒

い
た
ず
らに
拳
を
あ
げ
る

の
は
も
は
や
時
代
遅
れ
で
、
解
決
に
な
ら
な
い
。

　
地
球
規
模
で
進
行
す
る
将
来
の
危
機
を
考
え
る

と
き
、
我
々
の
進
む
ベ
ク
ト
ル
が
何
れ
に
向
い
て

い
る
か
で
、
破
滅
か
安
定
か
の
道
筋
が
決
ま
っ
て

い
く
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
大
干
ば
つ
は
極
東
の
我
々
に
と
っ
て
も
、

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
我
々
が
干
ば
つ
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
「
人
と
人
の
和
解
、
人
と
自
然

の
和
解
」
を
説
く
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。

※
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
の
干
ば
つ
原
因
に
つ
い
て
　
二

〇
一
七
　
河
野
仁
　
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
気
象
・
大
気
環
境
研
究
所
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【カラー特集】大干ばつの現状とPMSの取り組み

2018年2月12日、「The Daily Outlook Afghanistan」が報じたアフガニスタン干ばつ被災のニュース写真

2000年に始まった干ばつ時には地下水が涸れ、井戸が涸れ、かろうじて川に残った汚染水を飲んで、多くの子どもたちが
腸管感染症にかかった（2001年）

-. 
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2018年10月6日と11月1日の２度にわたってケシュマンド山脈南麓の各地で集中豪雨が発生した。PMSの観察では2003年以
来最大規模。マルワリード用水路は全域にわたって寸断された。ガンベリ排水路シギ方面の冠水した国道（2018年11月1日）

ケシュマンド山麓での集中豪雨による鉄砲水の土砂で埋まったマルワリード用水路（2018年11月1日）

て
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上の写真の一週間後の様子。まだ気温が高く、雪は一週間で完全に消えた。再び河川水は急速に減少し始め、砂塵で遠く
が霞み始めている。（2018年10月17日）

カマ作業場より見るダラエヌール。10月6日の降雨は一時的に雪化粧をもたらし、淡い期待を抱かせた。一時的な雨で砂
塵がなくなって、空気が澄み、冠雪のケシュマンド山脈が姿を現した（2018年10月9日）
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ミラーン訓練所授業風景。2018年1月から始まったＰＭＳ方式普及計画の訓練生は約220人に達した
（2018年10月25日）

ベラ村に見渡す限りトウモロコシ畑が広がった。工期４年を予定したマルワリードⅡ用水路は大量の難民帰還を受け早期帰農
を目指して、ターゲットの４カ村への送水を急ぎ目標を達成した。残務工事は2020年までに完工する予定（2018年９月29日）
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二
〇
〇
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
水
利
事
業
に
お
け

る
大
き
な
転
機
は
二
〇
一
〇
年
で
し
た
。
中
村
医

師
は
さ
ら
な
る
干
ば
つ
を
前
に
警
告
を
発
す
る
と

と
も
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
文
書
は
二
〇
一
〇
年
八
月
に
「
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
検
討
会
議
」
で
日
本
政
府
に
提

言
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ナ
ン

ガ
ラ
ハ
ル
州
と
い
う
一
地
域
を
基
点
に
し
て
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、
水
利
事
業
を
安

定
し
て
拡
大
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
問
い
か
け
、

現
在
も
微
動
だ
に
し
な
い
確
か
な
視
点
で
記
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
再
度
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長
　
村
上
優
）

⿈
ア
フ
ガ
ン
難
民
と
干
ば
つ
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
試
み
か
ら

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
は
、
元
来
医

療
団
体
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
夏
以
降
に
顕

在
化
し
た
大
干
ば
つ
に
遭
遇
し
、
水
利
事
業
に
勢

力
を
注
い
で
き
た
。
二
〇
〇
七
年
ま
で
井
戸
・
カ

レ
ー
ズ
な
ど
、
一
六
〇
〇
ヵ
所
の
飲
料
水
源
を
確

保
し
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
は
農
業
用
水
路
の
建
設

に
努
力
を
傾
注
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
数
十

万
人
の
帰
農
を
実
現
し
、
今
も
活
動
は
続
け
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
非
政
府
組
織
と
し
て
の
限
界

も
痛
感
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
復
活
し
た
村
落
の
調
査
に
よ
っ

て
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
灌か
ん

漑が
い

域
で
一
五
〜
二

〇
万
人
、
カ
マ
郡
の
灌
漑
路
復
活
で
一
〇
万
人
以

上
が
帰
農
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
殆

ど
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
難
民
生
活
を
し
て
い
た
者

た
ち
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
東
部
ア
フ
ガ
ン
で
は
、

戦
乱
や
政
治
的
迫
害
を
避
け
て
逃
れ
た
者
も
少
な

く
な
か
っ
た
が
、
難
民
の
大
半
が
国
際
機
関
の
指

摘
す
る
「
環
境
難
民
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
国
連
世
界
食

糧
計
画
）
や
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
）
ら
、
国
連
機
関
の
信
頼
で
き
る
調
査

と
一
致
し
て
い
る
。
戦
乱
の
与
え
た
影
響
は
、
唯

に
政
治
的
混
乱
や
国
民
の
死
傷
に
と
ど
ま
ら
ず
、

国
家
機
関
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
水
利
工
事
が
等

閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
難
民
発
生
や

治
安
悪
化
と
無
縁
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⿈
荒
廃
す
る
農
地
、
減
少
す
る
食
糧
自
給

　
中
小
河
川
に
頼
る
農
地
の
荒
廃
は
、
三
〇
〇
〇

〜
四
〇
〇
〇
ｍ
級
の
万
年
雪
の
減
少
と
密
接
に
関

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る

水
事
情
と
灌
漑
の
重
要
性

―
二
〇
一
〇
年
の
提
言（
会
報
一
〇
五
号
よ
り
）

　
　

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ（
平
和
医
療
団・日
本
）総
院
長
／

　
　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表　

　
中
村
　
哲

取水門を乗り越える2010年の大洪水。気候変化は渇水だけでなく、突発的かつ局所的な洪水を引き
起こす（2010年7月30日）
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係
し
て
お
り
、
用
水
路
流
域
の
調
査
に
よ
っ
て
三

〇
年
以
上
前
か
ら
徐
々
に
進
行
し
て
き
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ン
の
伝
統
的
灌
漑

法
・
カ
レ
ー
ズ
は
地
下
水
を
利
用
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
地
下
水
位
も
ま
た
下
が
り
続
け
て
お
り
、

吾
々
の
作
業
地
で
二
〇
〇
〇
年
八
月
か
ら
現
在
ま

で
、
一
〇
年
間
で
平
均
約
一
〇
〜
一
六
ｍ
低
下
し

て
い
る
。
か
つ
て
豊
か
な
穀
倉
地
帯
ナ
ン
ガ
ラ
ハ

ル
州
・
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
麓
の
村
落
は
、
こ
の
一
〇

年
で
こ
と
ご
と
く
廃
村
に
帰
し
た
。

　
Ｗ
Ｆ
Ｐ
は
、
二
〇
〇
六
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
食
糧
自
給
が
六
〇
％
を
割
っ
た
と
警
告
し
て
い

る
。
一
昨
年
か
ら
続
く
世
界
的
な
穀
物
生
産
不
足

は
、
更
に
苦
境
を
強
い
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

⿈
国
家
的
規
模
の
支
援
の
必
要
性

　
水
利
・
灌
漑
施
設
の
整
備
は
、
確
か
に
長
い
年

月
を
要
す
る
が
、
国
民
の
八
割
以
上
を
占
め
る
農

民
た
ち
の
死
命
を
制
す
る
問
題
で
あ
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ

が
八
年
を
か
け
て
数
十
万
の
農
民
た
ち
の
生
活
を

保
障
し
て
地
域
の
安
定
に
寄
与
し
た
と
は
い
え
、

こ
れ
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
ご
く
一
部
の
で
き
ご

と
に
す
ぎ
な
い
。

　
国
家
再
建
は
短
兵
急
に
は
で
き
な
い
。
時
間

を
か
け
、
広
範
囲
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

吾
々
非
政
府
団
体
の
限
界
は
こ
こ
に
あ
り
、
願
わ

く
ば
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
モ
デ
ル
的
な
試
み
が
、
然
る
べ
き

国
家
機
関
の
手
に
よ
っ
て
大
規
模
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

⿈
灌
漑
事
業
の
可
能
性
と
日
本
の
役
割

　
乾
燥
化
と
気
候
変
動
が
問
題
に
さ
れ
て
は
い
る

が
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
の
降
雨
・
降
雪
の

絶
対
量
が
極
端
に
減
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
完
全

で
は
な
く
と
も
、
以
下
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
臨
め
ば
、

か
な
り
の
農
地
回
復
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
少

な
く
と
も
試
み
る
価
値
は
あ
る
。

①
中
小
河
川
の
緩
流
化
（
多
数
の
中
小
貯
水
池
の

建
設
、
洪
水
路
の
植
林
ら
）
に
よ
る
保
水
力
の

増
強

②
大
河
川
か
ら
の
取
水
（
中
小
規
模
の
堰
と
用
水

路
建
設
）

　
な
お
、
夏
の
ク
ナ
ー
ル
河
の
流
量
は
毎
秒
一
〇

〇
〇
〜
一
五
〇
〇
ト
ン
、
こ
の
う
ち
三
〇
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
潤
す
必
要
量
は
夏
期
で
毎
秒
四
〜
六

ト
ン
程
度
で
あ
る
。
し
か
も
再
び
河
に
戻
す
排
水

路
を
置
け
ば
、
た
と
い
多
数
の
取
水
口
を
整
備
し

て
も
、
下
流
に
及
ぼ
す
影
響
は
殆
ん
ど
無
視
で
き

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ア
フ
ガ
ン
農
村
は
山
間
部
で
オ
ア
シ
ス
的
な
農

業
が
営
ま
れ
、
基
本
的
に
循
環
型
自
給
自
足
の
共

同
体
で
あ
り
、
農
業
生
産
の
大
前
提
は
灌
漑
で
あ

る
。
水
を
制
す
る
者
が
根
底
か
ら
地
域
を
制
す
る
。

「
水
は
生
命
線
だ
」
と
は
、
ア
フ
ガ
ン
人
な
ら
全
て
、

政
府
・
反
政
府
を
問
わ
ず
、
知
識
人
か
ら
一
農
民

に
至
る
ま
で
、
自
明
の
認
識
が
あ
る
。
日
本
が
こ

の
面
で
大
き
く
寄
与
す
れ
ば
、
食
糧
自
給
率
を
飛

躍
的
に
上
げ
、
必
ず
や
多
く
の
国
民
の
生
命
を
保

証
し
、
以
っ
て
ア
フ
ガ
ン
社
会
安
定
の
強
力
な
柱

を
提
供
で
き
る
も
の
と
確
信
す
る
。

　
さ
ら
に
、
年
々
増
大
す
る
気
候
変
動
、
洪
水
と

渇
水
の
極
端
な
同
居
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
そ

の
下
流
・
パ
キ
ス
タ
ン
を
貫
く
イ
ン
ダ
ス
河
流
域

全
体
の
問
題
の
一
部
で
も
あ
る
。
環
境
問
題
＝
人

と
自
然
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
日
本
が
一
つ
の
先

鞭
を
つ
け
る
意
義
は
、
測
り
知
れ
な
い
。
都
市
空

間
と
農
村
地
帯
と
の
寛
容
な
共
存
も
ま
た
、
水
問

題
に
依
拠
し
て
い
る
と
述
べ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
規
模
が
違
う
と
は
い
え
、
ア
フ
ガ
ン
と
日
本
の
河

川
は
共
通
点
が
あ
る
。
河
川
の
勾
配
が
急
で
、
夏

冬
の
水
位
差
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
わ
が
国
で
は
昔
か
ら
多
大
の
努
力
が
払
わ

れ
て
き
た
。
旧
く
は
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、

営
々
と
培
わ
れ
て
き
た
豊
富
な
経
験
と
技
術
が
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
こ
と
の
国
際
的
な
意
味
と
日
本
の

存
在
感
は
、
今
後
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
地
球
環

境
の
激
変
の
中
で
、
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。
現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
し
て
は
、
政
府
に
よ
る

灌
漑
計
画
の
実
施
に
全
面
的
な
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。

官
と
民
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
補
い
合
い
な
が
ら
実
施

す
べ
き
日
本
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
日
本
と
の
友
情
に
は
長
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
こ
れ

ま
で
に
色
々
な
政
権
が
登
場
し
ま
し
た
が
、
日
本

と
の
良
好
な
関
係
が
途
切
れ
た
こ
と
は
な
く
、
日

本
の
人
々
は
苦
境
に
あ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
支

援
に
努
め
、
真
の
友
情
を
示
し
て
き
ま
し
た
。
日

本
は
政
治
的
目
的
な
し
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
支

援
し
て
き
た
唯
一
の
国
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
変
わ

ら
ぬ
支
援
に
私
か
ら
も
日
本
の
皆
さ
ん
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
存
知
の
通
り
、
日
本
国
は
こ
れ
ま
で
に
直
接
、

あ
る
い
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
し
て
ア
フ
ガ
ン
国
民
を
支

援
し
て
来
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
そ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
一
つ
で
、
こ
れ
ま
で
三
〇
年
以
上
に
わ
た
り

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
活
動
し
て
来
ま
し
た
。
は
じ

め
は
医
療
分
野
で
、
の
ち
に
保
健
、
水
、
灌
漑
そ

し
て
農
業
分
野
へ
と
活
動
を
広
げ
ま
し
た
。
各
分

野
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◎
医
療
事
業
：
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
は
ダ
ラ
エ 

ヌ

ー
ル
郡
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
地
区
で
診
療
所
を
運
営
し
、

一
日
二
四
時
間
、
地
元
住
民
に
無
料
で
医
療
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
一
日
約
一
五
〇
〜
二
〇
〇
名
が

治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。
医
師
二
名
に
加
え
、
看

護
部
、
検
査
室
、
薬
局
、
ワ
ク
チ
ン
部
で
合
計
一

四
名
が
働
い
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
々
は
我
々
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

◎
水
事
業
：
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
大
半
の
人
が

飲
料
水
不
足
で
家
畜
ま
で
も
失
っ
た
た
め
、
故
郷

を
離
れ
別
の
地
域
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
こ
の
問
題
に
対
処
す
べ
く
い

く
つ
か
の
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
先
ず
、
複
数

地
域
で
井
戸
を
手
作
業
で
掘
削
し
、
飲
料
水
や
灌

漑
用
の
水
を
提
供
し
ま
し
た
。
国
境
の
町
ト
ル
ハ

ム
で
は
、
掘
り
抜
き
井
戸
（
チ
ュ
ー
ブ
ウ
ェ
ル
）
を

建
設
し
、
住
民
の
飲
料
水
不
足
を
解
消
し
ま
し
た
。

◎
灌
漑
事
業
：
二
〇
〇
三
年
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン

は
用
水
路
の
建
設
を
決
定
し
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用

水
路
と
命
名
し
、
ジ
ャ
リ
バ
バ
地
区
か
ら
着
工
し
、

ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
ま
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
用

水
路
建
設
に
あ
た
っ
て
の
測
量
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
人
と
日
本
人
の
ワ
ー
カ
ー
達
で
行
い
ま
し
た
。

取
水
口
は
ジ
ャ
リ
バ
バ
地
区
に
建
設
し
、
全
長
約

二
五
キ
ロ
の
用
水
路
は
水
路
沿
い
の
住
民
達
の
農

地
を
次
々
に
灌
漑
し
ま
し
た
。
こ
の
水
路
建
設
の

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

誰
も
が
不
可
能
と
思
っ
て
い
た

　
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
に
水
を
引
く

　
　

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
務
所
責
任
者
　

　
　
ア
ブ
ド
ゥ
ル 
サ
ー
ブ
ル 

サ
ー
ダ
ト

今年７月来日時、ブドウ栽培園を視
察したサーブルジャン（ジャン＝さん、
ちゃん）。栽培法の説明を受けた後、
新鮮なブドウや梨をみんなで美味し
く頂きました（2018年７月31日）

中村哲医師の作品

アフガン・緑の大埴計画
伝統に学ぷ灌漑工法と甦る農業 【改訂版】

P匹 0正）MedicalServices＆ペシャワール会

B5判並製・256頁・オールカラー 1700円（税込）

医者、用水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に挑む

【6刷】1800円

ダラエ•ヌールヘの道【5刷】 2000円

ペシャワールにて 【7刷】 1800円

辺境て珍る辺境から見る【5刷】 1800円

医者井戸を掘る【12刷】 1800円

医は国境を越えて【8刷】2000円

福岡市中央区渡辺通2-3-24
石風社電話092(714)4838

人は愛するに足り、真心は
信ずるに足るアフガンとの約束
中村哲／澤地久枝（聞き手） 2100円

府波書店認喜闊謬属ツ橋2-5-5

天、共に在り冒鯰鱗‘<
中村哲 1600円

NHK叫肛盟雪累盟II町41-1

税込表記のあるもの以外はすべて本体価格（税別）です

アフガニスタン五竺
用水路が運ぷ
恵みと平和
朗読吉永小百合
3000円（税＋送料込）
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私
は
、
ジ
ュ
マ 

グ
ル
の
息
子
の
ハ
フ
ィ
ズ
ッ

ラ
ー
で
ド
ク
タ
ー
で
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
と
し
て
こ

の
十
二
年
間
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

郡
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
診
療
所
で
働
い
て
き
ま
し
た
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
公
衆
衛
生
省(

Ｍ
Ｏ
Ｐ

Ｈ)

で
は
、
公
衆
衛
生
サ
ー
ビ
ス
を
、
①
Ｂ
Ｐ
Ｈ

Ｓ
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
と
、
②
Ｅ
Ｐ

Ｈ
Ｓ
（
病
院
が
提
供
す
べ
き
必
須
医
薬
サ
ー
ビ
ス
）

の
二
つ
の
レ
ベ
ル
に
区
分
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｐ
Ｈ

Ｓ
に
は
郡
病
院
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
、
基
礎
医

療
セ
ン
タ
ー
、
サ
ブ
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
Ｅ

Ｐ
Ｈ
Ｓ
に
は
地
域
病
院
、
州
立
病
院
が
含
ま
れ
ま

す
。

　
我
々
の
診
療
所
は
基
礎
医
療
セ
ン
タ
ー
の
部
類

と
な
り
ま
す
が
、
二
四
時
間
体
制
で
住
民
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
十
分
な
職

員
数
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、
外
来
診
療
、
看
護
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
母
子
保
健
そ
し
て
検
査
室
の
機

能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
外
来
診
療
に
は
私
と
私
の
誠
実
な
同
僚
で
あ
る

ド
ク
タ
ー
・
ハ
ミ
ド
ラ
ー
の
二
名
が
お
り
、
毎
日

朝
八
時
か
ら
午
後
一
時
の
間
に
一
日
平
均
二
〇
〇

名
の
患
者
を
診
察
し
て
い
ま
す
。
季
節
に
よ
っ
て

疾
病
の
種
類
も
異
な
り
ま
す
。
夏
は
マ
ラ
リ
ア
や

下
痢
、
腸
チ
フ
ス
が
多
い
で
す
。
近
年
で
は
マ
ラ

リ
ア
が
最
も
多
い
で
す
。
冬
は
季
節
性
の
風
邪
、

肺
炎
、
急
性
呼
吸
器
感
染
症
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
看
護
部
に
は
看
護
師
三
名
、
ア
ー
ベ
ッ
ト
氏
、

シ
ャ
キ
ー
ル
氏
、
マ
ル
ー
フ
氏
が
お
り
、
小
外
科

二
四
時
間
体
制
で

　
一
日
二
〇
〇
名
の
患
者

　
　

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
医
師
　

　
　
ハ
フ
ィ
ズ
ッ
ラ
ー

主
な
目
的
は
、
水
路
流
域
及
び
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
ま

で
の
灌
漑
で
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
人
、
日
本
人
達
全

員
が
、
悪
化
す
る
治
安
情
勢
と
過
酷
な
気
象
条
件

の
も
と
、
一
生
懸
命
に
働
き
ま
し
た
。
そ
し
て
よ

う
や
く
、
誰
も
が
不
可
能
と
思
っ
て
い
た
ガ
ン
ベ

リ
沙
漠
に
水
を
引
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
私
は
一
職
員
と
し
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
加
わ
り
ま
し
た
。

当
初
給
料
は
家
族
を
支
え
る
に
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業
が
効
果
を
生
ん

で
い
る
事
と
ア
フ
ガ
ン
人
の
た
め
に
誠
実
に
働
い

て
い
る
皆
の
姿
に
刺
激
さ
れ
、
勤
め
続
け
ま
し
た
。

ア
フ
ガ
ン
国
内
外
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
働
け
て
幸

せ
で
す
。
こ
の
組
織
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
長
く
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ

を
通
し
て
祖
国
に
奉
仕
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

手
術
後
の
処
置
や
外
傷
の
手
当
て
、
点
滴
、
注
射

な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
部
に
は
助
産
師
が
一
名
お
り
、
妊
婦

ケ
ア
、
産
後
ケ
ア
、
家
族
計
画
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
部
に
は
担
当
職
員
が
二
名
、
グ
ラ

ム 

モ
ハ
マ
ッ
ド
氏
と
ナ
シ
ー
ル
ッ
ラ
ー
氏
が
お

り
、
生
後
一
八
ヶ
月
未
満
の
新
生
児
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ

ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
、
経
口
生
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
、
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
を
、
ま
た
妊
娠
可
能
年
齢

の
女
性
に
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
接
種
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
検
査
室
に
は
二
名
の
検
査
技
師
、
ヨ
セ
フ
氏
と

サ
イ
ー
ド 

マ
ス
ー
ド
氏
が
お
り
、
生
化
学
検
査
、

ビ
ダ
ー
ル
反
応
、
薄
層
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
、

Ｄ
Ｌ
Ｃ
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
検
査
、
Ａ
Ｆ
Ｂ
塗
抹
検

体
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
が
我
々
の
診
療
所
の
活
動
で
す
。

　
最
後
に
、
日
本
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
友
情

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
書
き
損
じハガ
キ
（
官
製ハ

ガ
キ
・
年
賀ハガ
キ
）
を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お
送
り
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
外
国
の

切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
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ＰＭＳ訓練所の受講生によるトレーニングの感想

ナンガラハル州ホラサン工科大学
教員：ナスラットラ アマン技師

大学院生：ムハンマド ハミド技師／ムハンマド カシーム／ニアマットッラ／ナスラットッラ

　本トレーニングは我々にとって大変効果的である。技師が複数のトピックを習得出来るよ
う、期間はもっと長い方が良い。技師達がPMS方式の知識を得、実際に作業を体験出来る
よう、３ヵ月から６ヵ月に延長してほしい。
　またトレーニング中、技師達に実践的な測定をさせた方が良い。実施時期は、PMS事業
の実施時期と同じであることが望ましい。
　ホラサン工科大学の学生にはこのようなトレーニングを毎回受けさせたい。なぜなら若い
世代がPMS方式を体験し、将来この方式を実施していかなければならないから。
　トータルステーションやGPSなどの測量機器類がホラサン工科大学にあれば、学生の実
習が出来る。ありがとうございました。

ナンガラハル州灌
かん

漑
がい

局
灌漑局長：ワヒードッラ

水分地質学技師：モクタール／アフマド アリ／アサドッラ

　トレーニングに参加したナンガラハル州灌漑局技師達は、PMSのトレーニングは役に立
つと実感した。以下感想を述べる。
　このトレーニングでPMS方式を知ることが出来る。堤防、河川、取水口などPMSの灌漑
システムを知り、これら灌漑設備建設の利点を学べる。FAOからも有用な情報が提供される。
　PMS方式の灌漑施設全体を学ぶには10日間という期間は短いが、FAOの農作物に関する
オンライン情報が大変役に立つ。トレーニング期間を今より長くすることをはじめ、PMS
とFAOに以下の点を提案したい。
・実践的な学習・作業を体験したいので、トレーニング期間を長くする。
・灌漑施設に関する必要な資料を準備し、我々が実際にそれらの施設で学べる時間を設ける。
・本プロジェクト後にアンケートを行って参加者のコメントを集め、トレーニングをより実
践的なものにする。

・地域内に実践的演習の場を準備する。
・実地研修をやり易くするため、クラスを数グループに分ける。
・学習後、各グループに測定、設計、見積りをさせ、学んだことを完全に理解させ、各々職
場に戻った時にPMS方式が使えるようにする。

・可能であれば、技師にコンピューターソフトウェアを使わせて灌漑の仕事をさせる。
・最後に、ナンガラハル州灌漑局はPMS事業を肯定的に評価している。将来的にはPMSの
灌漑事業は全て共有され、灌漑局の技師達は等しく実践的作業をすることになるだろう。
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s
多
岐
に
わ
た
る
仕
事

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
・
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
に
勤
務
し

て
約
一
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
入
っ
た
当
初
よ
り

は
幾
分
新
し
い
環
境
と
仕
事
に
慣
れ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
苦
闘
す
る
日
々
が
続
き
ま
す
。
Ｐ

Ｍ
Ｓ
支
援
室
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
り
、
会
計
作

業
に
加
え
ミ
ラ
ー
ン
訓
練
所
で
使
用
す
る
技
術

書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
編
集
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
為
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
・
写
真
展

の
準
備
、
等
々
が
あ
り
ま
す
。

　
一
番
頭
を
抱
え
る
の
は
、
仕
事
を
行
う
為
に
蓄

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知
識
が
膨
大
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
歴
史
・

水
理
学
・
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
・
英
語
、
ど
れ
も
仕

事
を
進
め
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
そ
し

て
す
べ
て
一
朝
一
夕
で
は
身
に
つ
け
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
の
中
で
室
長
の
藤
田
さ

ん
や
先
輩
方
か
ら
指
南
を
頂
き
、
な
ん
と
か
仕
事

を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

s
環
境
問
題
を
学
ぶ

　
中
村
先
生
の
助
言
に
よ
り
、
支
援
室
一
同
、
最

近
で
は
水
理
学
以
外
に
も
広
い
範
囲
で
勉
強
す
る

よ
う
に
心
掛
け
て
お
り
、
先
生
に
薦
め
て
頂
い
た

本
『
不
都
合
な
真
実
』（
ア
ル
・
ゴ
ア
著
）
を
読
み

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
本
に
は
今
ま
さ
に
進
行
し

て
い
る
環
境
問
題
が
な
ぜ
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る

の
か
、
私
達
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
か
等
が
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
い
て
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
気

温
が
だ
ん
だ
ん
高
く
な
っ
て
い
る
事
を
肌
で
感
じ

ま
す
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
日
本
と
比
較
で

き
な
い
ほ
ど
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
受
け
て
い

る
よ
う
で
す
。
気
温
が
高
く
な
る
事
に
よ
り
連
鎖

的
に
干
ば
つ
、
洪
水
な
ど
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な

い
ほ
ど
の
問
題
が
年
々
悪
化
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

が
置
か
れ
て
い
る
深
刻
な
現
実
と
、
私
に
出
来
る

こ
と
を
対
比
し
た
時
に
は
埋
め
よ
う
の
な
い
差
異

に
無
力
さ
を
感
じ
、
目
を
背
け
た
く
な
っ
て
し
ま

う
時
が
あ
り
ま
す
。

s
家
族
の
存
在
が
励
み
に

　
そ
ん
な
時
に
励
み
に
な
る
の
は
家
族
の
存
在
で

す
。
四
人
兄
弟
で
、
兄
、
弟
、
妹
が
い
ま
す
。
弟

以
外
の
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
実
家
を
出
て
い
ま
す
。

帰
省
す
る
時
は
い
つ
も
母
親
が
駅
ま
で
迎
え
に
来

て
く
れ
る
の
で
す
が
、
車
の
中
で
「
子
ど
も
た
ち

は
み
ん
な
実
家
に
帰
っ
て
来
た
ら
『
他
の
兄
弟
は

帰
っ
て
き
て
る
の
か
？
』、
も
し
帰
っ
て
い
な
か

っ
た
ら
『
ど
う
し
て
い
る
の
か
？
』
と
聞
い
て
く

る
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
い
た
の
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
兄
弟
と
は
仲
良
く
頻
繁
に
連
絡
を
と
っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
心
の
中
で
は

お
互
い
が
気
に
留
め
心
配
し
、
そ
の
存
在
に
励
ま

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
そ
の
時
気
づ
き
ま

し
た
。
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
や
り
た
い
こ
と
、
や
ら
な

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

〝
不
都
合
な
真
実
〞
に

　
　
向
き
合
う
た
め
に

　
　

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室

　
　
籾
井
孝
文

事務局で、支援金を下さった方への礼状を書いている籾井さん
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け
れ
ば
な
ら
い
こ
と
に
時
に
は
挫
折
し
、
そ
れ
で

も
少
し
で
も
前
に
進
も
う
と
必
死
に
努
力
し
て
い

る
姿
を
身
近
で
見
て
き
ま
し
た
。
彼
等
の
そ
の
姿

勢
を
思
い
出
す
と
後
ろ
か
ら
お
も
い
っ
き
り
背
中

を
叩
か
れ
た
気
分
に
な
り
、
必
要
以
上
に
悲
観
的

に
な
っ
て
悩
み
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
自
分
が
恥

ず
か
し
く
思
え
て
き
ま
す
。

　
地
球
の
環
境
問
題
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
起
こ

っ
て
い
る
深
刻
な
現
実
に
対
峙
し
た
時
に
自
分
に

は
何
も
出
来
な
い
と
絶
望
せ
ず
に
、
責
任
を
持
っ

て
支
援
室
で
の
仕
事
、
ま
た
、
環
境
問
題
に
対
し

て
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
わ
ず
か
な
が
ら
で
も
や

っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

チ
ャ
プ
ル
サ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
大
策

　
一
〇
月
初
め
、
Ｍ
・
ダ
イ
ヤ
と
仏
人
の
妻
、
コ
リ
ン
・
ラ

ヴ
ィ
は
、
例
年
通
り
、
フ
ン
ザ
西
北
端
の
チ
ャ
プ
ル
サ
ン
に
近

い
夏
の
住
い
を
閉
め
た
。
指
呼
の
間
に
望
め
る
イ
ル
シ
ャ
ド
峠

か
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
ワ
ハ
ン
渓
谷
に
入
り
、
冬
の
住
居

の
あ
る
ク
ン
ド
ゥ
ズ
へ
向
う
。
氷
河
か
ら
の
融
水
で
滋
味
豊
か

に
育
っ
た
チ
ャ
プ
ル
サ
ン
の
夏
草
で
、
三
頭
の
愛
馬
は
充
分
に

力
を
蓄
え
た
。

　
Ｍ
・
ダ
リ
ヤ
は
、
夏
期
、
山
岳
ガ
イ
ド
や
ポ
ロ
の
名
手
と
し

て
フ
ン
ザ
で
暮
し
、
冬
期
、
温
暖
な
ク
ン
ド
ゥ
ズ
で
、
採
掘
権

を
先
祖
か
ら
受
け
つ
い
だ
パ
ミ
ー
ル
の
良
質
な
岩
塩
坑
か
ら
の

収
益
を
管
理
、
そ
れ
は
生
活
費
の
足
し
に
す
る
位
で
、
大
き
な

収
入
は
、
ブ
ズ
カ
シ
の
賞
金
で
あ
る
。

　
妻
ラ
ヴ
ィ
は
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で
文
化
人
類
学
を
修
め
、
中
央

ア
ジ
ア
商
民
の
系
譜
を
テ
ー
マ
に
、
ク
ン
ド
ゥ
ズ
に
長
期
滞
在

の
折
、
Ｍ
・
ダ
リ
ヤ
と
知
り
合
っ
た
。
巴
里
の
富
裕
な
良
家
育

ち
の
ラ
ヴ
ィ
は
、
自
由
を
夢
み
る
娘
だ
っ
た
。
ヴ
ァ
ガ
ボ
ン
ド
、

ボ
ヘ
ミ
ア
ン
、
ジ
プ
シ
ー
（
ロ
マ
）、
デ
ラ
シ
ネ
、
そ
し
て
近

く
は
ヒ
ッ
ピ
ー
等
々
、
世
間
の
規
範
を
無
視
す
る
生
き
方
に
、

定
住
を
当
然
と
す
る
社
会
の
側
か
ら
呼
ん
だ
在
り
様
に
、
学
生

時
代
か
ら
憧
れ
て
い
た
。

　
金
髪
碧
眼
の
騎
士
、
そ
れ
も
古
代
の
移
動
系
騎
馬
民
族
の
帝

王
の
如
く
、
夏
の
居
所
と
冬
の
居
所
を
往
来
す
る
Ｍ
・
ダ
リ
ヤ

に
魂
を
奪
わ
れ
、
中
世
バ
ル
フ
で
恋
を
貫
い
て
獄
死
し
た
王
女

で
詩
人
の
ラ
ヴ
ィ
ア
に
ち
な
み
改
名
、
ダ
リ
ヤ
の
妻
と
な
っ
た
。

　
亜
麻
色
の
髪
と
茶
色
の
瞳
の
ラ
ヴ
ィ
が
Ｍ
・
ダ
リ
ヤ
と
並
ぶ

と
、
中
世
の
旧
い
世
界
の
夫
婦
と
し
か
見
え
な
い
。

　
夫
妻
と
同
じ
く
、
国
境
に
拘
泥
し
な
い
、
チ
ャ
プ
ル
サ
ン
の

草
や
水
を
分
け
合
っ
て
き
た
キ
ル
ギ
ス
の
ヤ
ク
牧
夫
達
に
別
れ

を
告
げ
、
三
頭
の
馬
達
と
ワ
ハ
ン
渓
谷
へ
向
う
。
そ
こ
で
は
、

パ
ミ
ー
ル
か
ら
下
っ
て
き
た
美
し
い
装
束
の
北
方
系
移
動
民

の
、
二
つ
瘤
駱
駝
の
カ
ラ
ワ
ン
も
ま
た
、
東
へ
向
っ
て
谷
を
降

り
て
い
る
筈
で
あ
る
。

サ
フ
ァル・バハエル
！（
良
い
旅
を
）

 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
35

2019年カレンダー

「磐
い わ

・人
ひ と

・泥
ど ろ

」
画・甲斐大策

同封のハガキでご注文ください
B3 判変形（画・7点）＋絵ハガキ３葉
定価1500円（税・送料込）

今年も恒例のカレンダーが完成しました。部数
に限りがありますのでお早めにご注文下さい。
（ご友人・知人へのプレゼント発送も承ります）
※代金は後払い／払込用紙を同封します。
※郵便・宅配物の規格変更でカレンダーのサイズ
が一回り強、小さくなります。何卒ご理解下さい。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
﹁
任
意
団
体
﹂
で
す
。
お

送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
致
し
ま
す
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パン
フ
レ
ッ
ト
を
お

送
り
し
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き
に
お
使

い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
︵
払
込
用
紙
が
つ
い
て
い
ま

す
︶。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
事
務
局
に
お
申
し
越
し

下
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
３
変
形
を
四
折
り
し
た
も

の
で
、
長
形
の
定
形
封
筒
に
入
る
カ
ラ
ー
版
で
す
。
な

お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会
報
等
は
受
け
取
る
意
思
の
あ
る

方
へ
の
配
布
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
︵
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

等
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
︶。

8
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●
事
務
局
長
便
り

＊
中
村
医
師
の
緊
急
報
告
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
と
そ
の
周
辺
国
で
は
、
大
干
ば
つ
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
国
連
関
連
機
関
も
こ
の
春
か
ら
干
ば
つ

の
警
告
と
そ
の
被
害
状
況
を
発
信
し
始
め
ま
し
た
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
三
四
州
中
二
〇
州
以
上
が
被
災
し
、
人

口
三
〇
〇
〇
万
人
の
う
ち
推
定
一
〇
〇
〇
万
人
が
干
ば

つ
に
さ
ら
さ
れ
、
一
部
は
難
民
と
な
っ
て
村
を
出
て
い

ま
す
。
異
常
気
象
の
被
害
は
干
ば
つ
だ
け
で
な
く
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
も
発
生
し
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水

路
の
一
部
が
二
度
に
わ
た
り
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。
中
村

医
師
に
よ
る
と
、
集
中
豪
雨
は
き
わ
め
て
短
時
間
に
起

こ
り
、
数
時
間
か
ら
数
十
分
の
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
干
ば
つ
と
豪
雨
が
同
時
に
起
こ
る
と
い
う
異
常

気
象
が
常
態
化
し
て
い
る
な
か
で
の
用
水
路
建
設
と
そ

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
す
が
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム

が
唯
一
の
備
え
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
一
八
年
で
実
証

さ
れ
た
と
も
い
え
ま
す
。
止
む
こ
と
の
な
い
異
常
気
象

に
備
え
、
避
難
民
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
方
式
に
よ
る
「
安
定
灌
漑
地
の
拡
大
」
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
側
も
心
し
て
現
地
を
支
え
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
一
一
月
一
一
日
〜
一
七
日
ま
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ジ
ア
副

院
長
他
三
名
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
来
日
し
て
、
朝
倉
市

で
測
量
や
農
業
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
一
六
日

に
は
、
中
村
医
師
と
ジ
ア
医
師
が
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
一
八
年
間

の
活
動
報
告
と
現
地
の
大
干
ば
つ
の
現
状
に
つ
い
て
訴

え
る
た
め
、
記
者
会
見
を
事
務
局
で
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
と
日
本
側
関
係
者
と
の
懇

親
会
も
も
ち
ま
し
た
。
会
を
重
ね
る
ご
と
に
、
人
間
的

な
親
交
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
、
現
地
事
業
を
進
め
る

上
で
不
可
欠
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
朝
倉
市

で
の
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協

力
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

＊
今
年
は
、
日
本
で
も
地
震
や
豪
雨
に
台
風
と
大
き
な

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
私
た
ち
も
日
常
化
し
た
災
害

へ
の
備
え
を
す
る
と
と
も
に
、
来
年
が
皆
様
に
と
っ
て

穏
や
か
な
年
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り

＊
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
干
ば

つ
状
況
の
記
事
を
読
み
、
干
ば
つ
の
顕
在
化
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ

が
緊
急
事
態
対
策
と
し
て
飲
料
用
井
戸
を
掘
り
始
め
た

二
〇
〇
〇
年
当
時
よ
り
、
近
年
の
方
が
厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
今
号
に
掲
載
し
た
Ｐ
Ｍ

Ｓ
活
動
地
以
外
の
州
の
ひ
び
割
れ
た
畑
や
ジ
ア
医
師
が

こ
の
十
一
月
に
日
本
へ
持
参
し
た
テ
ン
ト
で
暮
ら
す
国

内
避
難
民
の
写
真
は
、
こ
れ
ま
で
中
村
医
師
の
報
告
で

何
度
も
何
度
も
耳
に
し
て
い
た
「
干
ば
つ
は
進
行
中
」

の
実
態
で
あ
り
、
声
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
隣
国
か
ら

の
難
民
帰
還
に
加
え
干
ば
つ
に
よ
る
国
内
避
難
民
も
相

当
な
数
に
な
る
と
の
報
道
も
あ
り
、
す
で
に
冬
を
迎
え

て
い
る
首
都
カ
ー
ブ
ル
や
他
の
キ
ャ
ン
プ
で
テ
ン
ト
暮

ら
し
を
し
て
い
る
人
た
ち
に
想
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

○ぺ
村
か
ら—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

＊
昨
年
仕
事
を
引
退
し
、
無
職
で
あ
っ
た
こ
と
の
な
い

私
に
と
っ
て
、
あ
り
余
る
時
間
を
ど
う
す
る
か
は
大
き

な
問
題
で
あ
っ
た
。
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た
途
上
国
に

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
く
と
い
う
夢
は
応
募
の
結
果

す
で
に
潰
え
て
い
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
ま
だ
関
心

が
あ
っ
た
。
友
人
の
知
り
合
い
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
と
聞
き
、
そ
れ
ま
で
中
村
哲

さ
ん
の
こ
と
は
尊
敬
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
や
っ
て

み
る
こ
と
に
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
も
近
く
で
、
早
速
礼
状

班
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
少
し
で
も
素
晴
ら
し

い
仕
事
の
手
伝
い
が
で
き
る
と
い
う
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、

し
か
も
、
手
を
使
っ
て
書
く
と
い
う
、
最
近
で
は
使
わ

な
い
機
能
を
使
う
こ
と
で
大
脳
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、

ま
す
ま
す
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。（
Ｍ
Ｓ
）

会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
（
現
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
）
な
ら
び
に

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
な
ど
を
支
援

し
、
必
要
な
広
報
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ワ
ー

カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員
一
、

〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円
の
年

会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

〒
八
一
〇—

〇
〇
〇
三
　
福
岡
市
中
央
区
春
吉

一
―
一
六
―
八 

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
天
神
南
六
〇
一
号

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
内
に
お
く
。

総
会
、
現
地
報
告
会
は
、
原
則
と
し
て
六
月
の

第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。


